






























1.小学校 ･生活 [第 1･第 2学年]2.の内容 (1)
｢学校の施設,遊びや生活,通学路に関心を持ち,安全な登下校ができるようにする｡



















高等学校 ･専門の ｢農業｣,また,高校 ･社会などの中に,記述 ･位置付けられている｡
2.環境教育における学習指導の展開
2.1はじめに
まず,工業 ･建築計画と高校 ･公民的分野 (社会)の複合的学習内容から,中学校 ･歴
史的分野と高校家庭科 ･住居の複合的学習内容の手順で展開する｡
2.2 工業 ･建築計画と高校 ･公民的分野の学習と環境教育
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2.5 浦上山里村 (仮称)と環境教育
(1)はじめに
一致差異併用法の適用のため,出島6町と同じ,環境-地域-住居の視点で学習 ･展開
する｡
(2)浦上の変遷
旧村の浦上村と淵村から,｢海 (前)一滴上山里村-山 (輿)｣の軸線の存在について学
習する｡
(3)環境の構造軸
出島の ｢山一坂道-川｣の構造軸が,浦上環境においても潜在的に機能している｡
(4)平和学習施設と環境
これまでの ｢平和学習｣施設一平和公園,如己堂などに ｢稲佐山｣から見る浦上山里村
の景観を視点に加えての平和環境教育の学習の展開｡
(5)住居
如己堂の体験的学習は,建築の面からも典型的な住居である｡算数の数学的活動 (測量
の実体験)の意味でも活用できる複合題材である｡
(6)おわりに
浦上もまた,総合的学習が展開できるフィールドである｡
3.結論と提案
長崎市における住環境教育の学習 ･指導には,出島6町と浦上山里村を ｢対｣で把握す
る視点が有効であると結論付け ･提案する｡
